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二
九
二

優
陀
那
日
輝

の
本
 
論

に
つ
い
て

-

近
世
日
蓮
宗
學
に
お
け
る
法
華
教
理
把
握

の
課
題
-渡

邊

宝

陽

關

優
陀
那
日
輝

(
一
八
〇
〇
-

一
八
五
九
)
は
若
年
よ
り
當
時
の
敏

團

の
退
慶

と
宗
義
學
の
衰
微
に
憤
り
を
も
ち
、
宗
の
實
學
の
確
立
に
つ
と

め
た
。

日
輝
は
日
蓮
宗
學
か
ら
天
台
學

へ
の
傾
斜
を
彿
拭
し
、
同
時
代

の
文
化

の
レ
ベ

ル
で
あ
る
儒
學

・
國
學
等
に
比
肩
で
き
る
思
想
性
と
實

學
性
を
と
も
な
つ
た
宗
學
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
日
蓮
宗
め
信

仰
が
理
智
的
な
解
了
に
も
と
つ
く
普
遍
性
に
立
脚
す
る
こ
と
を
要
請
し

(
1
)

(
2
)

た
。
日
輝

は
宗
學
の
核
と
し

て

「
観
心
謹
道

の
實
義
」
を
重
覗
し
、

『
一
念
三
千
論
』
『
讐
照
二
観
精
要
篇
』
『
壁
照
事

観
修
相
篇
』
『
事
観

眞
實
義
』
『事
観
略
義
』
『事
理
二
観
略
紗
』
『
最
實
事
論
』
な

ど
の
事

観
論
に

つ
い
て
の
著
述
を
な
し
た
他
、
義
學
的
な
著
述
と
し
て
は
本
尊

(
3
)

論
、
本

論
を
と
り
上
げ
て
い
る
。

二

日
輝

の
本
 
論
に
關
す
る
著
述
と
し
て
は
『
本

日
月
燈
』
『
本

(
4
)

蹄
宗
論
』
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
前
者
は
漢
文
髄
で
あ
つ
て
未
完
で
あ
り
、

後
者
は

カ
ナ
ま
じ
り
文
で
、
爾
著

の
執
筆
の
態
度
に
攣
化
が
認
め
ら
れ

る
。
爾
著

の
關
係
は
あ
た

か
も
本
尊
論

に
關
す
る

『
妙
宗
本
尊
辮
』

(
5
)

(漢
文
)
『妙
宗
本
奪
略
辮
』
(
カ
ナ
ま
じ
り
)
の
關
係
に
擬
せ
ら
れ
よ
う
。

前
者
は
教
理
大
系
の
論
理
的
な
確
立
を
志
向
す

る
も
の
で
あ
り
、
後
者

は
啓
蒙
を
第

一
目
的
と
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『本
 
日
月
燈
』
『本

露
宗
論
』
執
筆

の
動
機
は
、
(
1
)
古
來
日
蓮
教
團
の
分
派
は
法
華
経
本

門

・

門
の
二
門
を

一
致
と
し
て
と
ら
え
る
か
、
ま
た
は
二
門
に
勝
劣

(
7
)

を
認
め
る
か
の
本
 
問
題
を
理
由
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
爾
者
の
論
議

(勝
劣
派
は
敷
派
あ
り
)が
膠
着
し
て
い
る
現
状
の
理
論
を
打
破
す
る
こ
と

で
あ
り
、
(
2
)
本

論
は
日
蓮
宗
學
が
本
門
に
立
脚
し
、
天
台
學
を
超
勝

す
る
こ
と
を
詮
顯
す
る
論
で
あ
る
の
に
、

一
致
を
圭
張
し
て
約
宗

・
約

敏
に
お
け
る
天
台
學
と
の

一
致
を
主
張
し
、
却

つ
て
宗
義
を
失
う
も
の

や
、
本
門
に
立
脚
す
れ
ば

門
は
不
要
で
あ
る
と
い
う
極
端
な
所
論
を

述
べ
る
も
の
も
あ
り
、
形
式
的
な
論
議

の
卒
行
的
な
圭
張
に
終
止
し
て

(
7
)

い
る
こ
と
を
改
め
る
こ
と

(充
四
ノ
ニ
)
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
経
典

解
繹
と
宗
義
と
の
統

一
的
理
解
が
確
立
さ
れ
る
必
要
か
ら
本
 
論
が
と

り
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
日
輝
が
観
心
謹
道
の
實
義
を
核
、
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と
す
る
宗
學
の
も
と
に
、
杢
貴
に
立
脚
し
つ
つ
始
畳

・
本
畳
相
即
を
と

な
え
、

本

相
倶
相
成
を
論
じ
る
所
以
が
あ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本

論
は
こ
の
ほ
か
、
ど
の
よ
う
に
と
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
で
あ
ろ
う
か
。
『弘
経
要
義
』
に
は
十
科
中
、
大
意
、
破
立
、
悉
檀

ノ

に
つ
い
で
第
四
段
に
お
い
て
本
迹
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
「
(本
迹
)

ニ

リ
ト

モ

ニ

ス

リ

門
能
弘
難
レ
有
二
傍
正
一
、而
所
弘
爾
意
常
相
共
。
…
…
一
致
之
旨
有
二
同

ニ

ル

ニ

ヲ

蹄
幻
不
二
之
構
由
二共
成
一
。勝
劣
之
到
、
爲
レ
辮
二
不
同
一
、因
果
之
別
、
爲

ヲ

ォ

ナ
リ

ニ

ニ

ニ

レ
顯
二爾
存
一
、髄
有
自
異
、
故
二
門
常
別
、
唯

一
妙
法
、

故
二
門
常
同
、

ニ

ス

圓
因
圓
果
不
レ
可
二偏
慶
一』
(
充
三
ノ
五
)
と
い
う
よ
う
に
本
化

・
迹
化
の

能
弘
の
導
師
が
異
な
る
の
は
所
弘
の
法
髄
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
が
、

一
致
を

い
い
勝
劣
を
い
う
の
は
そ
れ
ぞ
れ
顯
わ
そ
う
と
す
る
内
容
が
異

な
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
意
味
で
爾
者
と
も
に
否
定
で
き
な
い
と
し
て
、

シ

レ

ハ

ヒ

ス
ル

「
若
夫

一
致
勝
劣
、
則
爾
義
蚊
存
也
」
(充
三
ノ
六
)
と
い
う
。
そ
し
て
、

シ
テ

リ

ノ

ニ

ニ

ス

ノ

ニ

そ
の
上
で

「
而
勝
劣
之
目
、
但
在
二能
剣

一
途
一
、終
非
二其
本
意
一
、…
…

フ

ニ

一
致
之
稻
、
契
二教
理
之
婦
宗
二

(
同
)
と

一
致
論
を
結
論
す
る
の
で
あ

る
。
『
一
念
三
千
論
』
に
お
い
て
も
、
大
段
十
科
の
う
ち
理
事

に

つ
い

で
、
第
六

に
本
迹

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
は

一
念
三
千
を
考

察
す
る
上
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
お
い
て
本
迹

ハ

ス
ル
ヲ

理
解
が
庭

々
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
迹
門
明
二衆
生
能
具
ハワ

ヲ

ハ

ス
ル
ヲ

ヲ

シ
テ

ノ

ス

ヤ

ハ

仏
、

本
門
明
三仏
能
具
ハニ
衆
生
一
、二
門
相
照

互
具
義
成
、
況
迹
門
但
明
ニ

ヲ

ハ

ヲ

シ
テ

ヲ

ス

因
果
一
、本
門
但
談
二依
正
一
、亦
是
二
門
各
談
二
一
邊
一
、而
二
義
相
成
、
仏

ニ

智
巧
読
毎

如
レ
斯
耳
。
」
(充
三
ノ
一
五
〇
)
と
述
べ
て
い
る
。
勿
論
、
本
門

を
中
心
と
す
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
軍
に
本
門
の
み
が
分
離
さ
れ
て
い
る

ハ

ノ

ス

ニ

ノ

レ
ハ

の
で
な
く
、
「本
迹
本
是

一
経
文
義
、
必
當
二相
成
一
、故
本
門
義
顯
、
迹

ス

門
義
亦
成
」
(充
三
ノ
一
五
五
)
と
い
う
よ
う
に
、
本
門
と
迹
門

と
は
相

成
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

ノ

ハ

シ
テ

ノ

ニ

ス

本
迹

論
が
出
る
所
以
は
、
日
輝
が

「
本
門
敏
約
二果
上
事
用
一
談
二
諸
法

ヲ

シ
テ

ノ

ニ

ス

ノ

ヲ

ノ

ニ

ノ

實
相
一
、約
二
一
仏
功
徳
一顯
二
一
切
生
仏
本
理
一
、教
相
外
別
有
二
一
重
所
顯
ご

(充
三
ノ
一
五
九
)
と
し
て
本
門
に
更
に
教
相

の
重
、
観
心

の
重
を
認

め
、
観
心
に
よ
つ
て
本
門
所
顯
の
理
を
中
心
と
す
る
か
ら
で
あ
つ
て
、

そ
こ
に
本
迹
二
門
の
統

一
的
把
握
が
可
能
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な

ト

ヲ

ヲ

テ

ノ

ヲ

キ

ノ

わ
ち
、
「所
レ謂
観
心
者
、
郎
以
レ
本
會
レ
迹
、以
二
仏
果
境
智
一開
二衆
生
境

ヲ

シ

ノ

ナ
ル

智
一
、本
迹

虹
存
、
因
果
不
離
妙
法
蓮
華
経
者
也
」
(充
三
ノ
一
五
九
)
等

に
よ
つ
て
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
論
理

の
基
礎
は
す
で
に

『綱
要
正
議
』
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ノ

ノ

ヲ

ニ

ヲ

「
今
古
諸
師
未
レ
尋
三
一門
源
底
一
、故
苦
謳
二敏
相
一
、本
迹
二
門
二

因

一

ノ

ノ

果
、

一
本

一
迹
、
猫
如
二頭
身
一
、量
無
二
高
下
淺
深

一
乎
。
…
…
像

薩
唾

ニ

ス
ル

所
謂
再
往

一
致
、
若
但
偏
解
者
、
猫
是
敬
相
勝
劣
、
観
心
一
致
、
封
二治

シ
テ

セ
ハ

ノ

ニ

テ

異
見
一之
言
耳
。

克

論
二彼
再
往
之
實
義

一者
、

勝
劣

一
致
倶
常
、
名
爲
ニ

ト

一
致
一者
也
。
」
(充
三
ノ
三
〇
四
)
と
い
う
の
に
よ
れ
ば
、
日
像

(
一
二
六

九
-

一
三
四
二
)
の
本
迹
論
を
獲
展
さ
せ
て
、
軍

に
敏
相
勝
劣
を
破
折

し
て
観
心

一
致
を
と
る
の
で
は
な
く
、
教
相
勝
劣
を
認
め
た
上
で
の
観

心

一
致
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
に

日
輝
が
輩
に

一
致
の
傳
統
を
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く
、
高
所
か
ら
み
て

優
陀
那

日
輝

の
本
遊
論

に
つ
い
て

(
渡

邊
)

二
九
三
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優
陀
那

日
輝

の
本
述
論
に

つ
い
て

(
渡

邊
)
 

二
九
四

本
迹
相
成

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
圭
張
が
す
で
に

『
綱
要
正
議
』

ニ

ノ

か
ら
あ

つ
た
こ
と
に
注
意
を
ひ
か
れ
る
。
そ
こ
に

「
方
有
二本
有
勝
劣

ノ

タ

ノ

ハ

ヲ

ス
ル

究
寛

一
致

一也
。
但
勝
劣
之
名
從
二
一
致
未
顯
之
前
一
、今
借
レ名
通
二
二
門

ヲ

ラ
バ

ヲ

ノ

マ
ン

双
運
之
義

一也
ゆ
若
知
二
二
門
倶
常
一者
、

二
家
謹
論
自
休
。
」
(充
三
ノ
三

〇
五
)
と

い
う
二
門
双
運
の
圭
張
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(9
)

こ
の
よ
う
に
、
本
迹
二
門
相
成
の
圭
張
は

「
観
心
誰
道
」
と
か
ら
み

あ
つ
て
、
す
で
に

『
綱
要
正
議
』
(
日
輝
三
十
二
才
の
著
)以
來
、
瞥
見
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
よ
う
な
根
本
的
な
課
題
が

『
本

述
日
月
燈
』
『本
迹
蹄
宗
論
』
と
し
て
著
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三

こ
の
よ
う
に
、
本
迹
は
日
蓮
宗
の
観
心
を
経
文
、
教
理
に
定
着
す

る
問
題
意
識
の
上
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『
本
迹
露
宗
論
』

に
お
い
て
も
、
本
迹

一
致

・
勝
劣
を
止
揚
す
る
鍵
は
そ
の
根
底
に
あ
る

観
心
で
あ
る
こ
と
が
明
さ
れ
て

い
る
。
即
ち
、
『
蹄
宗
論
』
は
十
科
に

分
段
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

一
に

「
本
勝
迹
劣
法
門

ノ
元
由
」
を
述
べ

二
に

「
本
迹
二
門
讐
立
ノ
元
意
」
、
三
に

「
本
勝
迹

劣
法
相
分
別
」
を

立
て
る
の
で
あ
つ
て
、
二
門
讐
立
の
上
で
本
勝
迹
劣
を
論
ず
る
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
從
來
の

一
致
と
勝
劣
と
に
各
々
の
論
檬
が
分
割
さ
れ
る

感
が
な
く
も
な
い
。
つ
ま
り
、
從
來
の
一
致
に
慰
勝
劣
に
も
各

々
そ
の

成
立
を
容

認
さ
れ
る
理
由
が
あ
り
、
ま
た
否
定
さ
る
べ
き
要
因
も
あ
る

の
で
あ
つ
て
、
そ
の
限
り
で
は
、
二
、
三
の
科
段
に
お
い
て
は
そ
の
解
決

を
見
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
て
、
今
、
四
、
「
本
迹
二

門
敢
観
蹄
宗
」
に
お
い
て

一
致
、
勝
劣
と
も
に
否
定
さ
れ
て
、
新
た
な

る
観
黙
よ
り
そ
れ
が
見
ら
れ
る
必
要
が
読
か
れ
る
の
で
あ
る
。
邸
ち
、

日
輝
は
迹
門
、
本
門
を
切
り
離
し
て
,
全
く
別
髄

と
し

て
み
る
観

方

は
、
教
相
に
執
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
つ
て
は
観

心
を
適
格
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

す
る
。
即
ち
、
「本
迹

二
門

ハ
教
法
ナ
リ
、
未
タ
観
心
ノ
重

二
入
ラ
ザ

ル
時

ハ
本
迹

二
門
二
十

八
品
倶

二
小
乗
敢
、
邪
見
教
、
未
得
道
教
、
覆
藏
教
ナ
リ
」
(充
四
ノ
二

四
)
「
観
心

二
會
露
シ
テ
受
持
讃
諦
等

セ
リ
、
三
部
十
巻
倶

二
大
乗
敏
、

正
見
教
、
有
得
道
教
、
顯
實
教
ナ
リ
」
(同
二
五
)
の
文
に
よ
つ
て
知
る

よ
う
に
、
観
心
の
重
に
お
い
て
し
か
、
本
迹

の
正
浩
な
把
握
は
も
た
ら

さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
結
局
相
資
と
い
う
形
に
お
い
て
統

一
的

に
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
日
輝
は
迹
門
、
本
門
の
教
相
は
観
心
に
お

い
て
は
じ
め
て
統

一
さ
れ
た
も
の
と
し
、
三
法
妙
に
配
當
し
て
そ
れ
を

次
の
よ
う
に
述

べ
る
。

1

「
迹
門

ニ
ハ
衆
生
法

ノ
妙

ヲ
顯

ス
、
衆
生
ノ
法

ト
佛
法

ト
相
印
互
融

ス
ル

ガ
故

ナ
リ
」
(
同
二
四
)

2

「
本
門

ニ
ハ
十
界

ノ
法
、ミ
ナ

一
佛

ノ
内
艦

二
婦

シ
テ
十
方
三
世

ノ
依

正
全

ク
佛

ノ
身
内

ヲ
出

ズ
ト
明

ス
、
是
佛

法
妙

也
、
」
(
同
)

3

「
衆

生

二
於

テ

ハ
衆

生
法
妙

ナ
リ
、
佛

二
於

テ

ハ
佛
法
妙

ナ
リ
、
此

ニ
ノ

妙
法
行
者

二
於

テ

ハ
倶
是
自

己

一
念

ノ
妙
法

ト
ナ
ル
、
是

ヲ
心
法
妙

ト
名

ク
、
是
時

十
方
三
世

ノ
十
界

ノ
依

正
全

ク
己
心

ノ
妙
法
ト

ナ
リ

テ
、
迹

門

ノ
衆
生
法

ニ
ア
ラ
ズ
、

本
門

ノ
佛
法
妙

ニ
ア
ラ
ズ
、
唯

一
ノ
心
法
妙

ヲ
得

テ
部
時

二
究
寛
ノ
菩
提
ヲ
得
テ
妙
畳
ノ
佛
知
見
ヲ
開
ク
、
是
ヲ
即
身
成
佛
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ト
モ
一
生
入
妙
毘
ト
モ
名
ク
ル
也
」
(同
二
四
)

こ
の
よ
う
に
、
迹
門
、
本
門
の
精
紳
を
統

一
し
て
、
し
か
も
爾
者
の

理
論
を
適
格
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
観
心
の
重

(
心
法
妙
)

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
そ
こ
に
い

う

「
観
心
」
は

一
髄
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

観
心
と
は

「
観
心
謹
道

の
大
釜
」
(同
二
五
)
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、

教
法
の
重
に
封
し
て
謹
道
の
重
を
い
う

の
で
あ
り
、
具
ハ髄

的
に
は
、

「宗
租
所
弘
の
題
目
」

こ
そ

「
観
心
の
題
目
」
(同
二
六
)
で
あ
り
、
「
太

奪
」
も

「
観
心
の
本
尊
」
(同
二
六
)
な

の
で
あ
る
。
勿
論
、
「教
門

の

法
髄

二
部
シ
テ
観
心
ノ
妙
法
ト
成
力
故
に
直

一二

品
二
牛
ヲ
指

テ
観
心

ノ
大
教

ト
名
ケ
テ
観

二
印

ス
ル
ノ
敢
ナ
レ
バ
観

心
ノ
大
教

ナ
リ
」
(闇

二
五
)
と
述
べ
る
よ
う
に
、
謹
道
の
重
を
示
す
観
心
は
敢
門
に
印
し

て

語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
優
陀
那
日
輝
は
観
心
謹
道
の
重
を
教
相

に
印
し

つ

つ
、
敢
相
を
超
越
し
た
も

の
、
宗
敏
の
根
源
的
な
も
の
と
し
た

の
で
あ

る
。
從

つ
て
こ
の
よ
う
な
観
心
を
中
核
と
す
る
故
に
、
「
コ
ノ
妙
法

ハ

全
ク
観

心
ノ
大
教

ニ
シ
テ
心
法
妙
ナ
ル
故

二
、
虹
テ
迹
本
二
門
ヲ
亡

ス

ル
非
迹

非
本
ノ
妙
法
ナ
リ
、
當

二
知
ベ
シ
、
本
迹

ノ
高
下
淺
深
勝
劣

ハ

敢
相
ノ
所
談
ナ
リ
、
今
観
心
ノ
妙
法
ヲ
取
テ
本
迹

二
門
倶

二
不
用

ナ

リ
、
何
ゾ
勢

シ
ク
勝
劣
高
下
ヲ
孚

ハ
ン
ヤ
」
(同
二
七
)
と
述
べ
る
よ
う

に
、
観

心
を
中
心
と
し
て
仏
教
理
解
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

こ
の
よ
う
に
観
心
を
重
硯
す
る
所
以
は
、
(
1
)
五
重
相
封
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
内
外
、
大
小
、
椹
實
、
本
迹
、

教
観
と
い
う
よ
う
に
次
第

し
て
、
観
心
が
最
も
中
心
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
當
然
で
は
あ
る

が
、
(
2
)
傳
統
教
學
に
お
い
て
は
、
本
迹

に
自
ら
観
心
の
問
題
も
入
れ
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
よ
う
に
観
心
を
本
迹
を
超
出
し
た
法
門

と
し
て
規
定
し
た
こ
と
は
重
要
な
鮎
で
あ
る
。
(
3
)
そ
し
て
、
何
よ
り
も

日
輝
の
基
本
的
な
思
考
方
法
が
、
實
理
を
重
ん
じ
、
敢
相
と
い
う
形
式

を
排
除
し
て
、
ひ
た
す
ら
實
理
を
詮
顯
し
、
實
修
し
よ
う
と
す
る
態
度

が
基
本
と
な
つ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
日

輝
は
次
の
よ
う
に
言

つ
て
い
る
。

我
祀
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
観
心
ノ
大
教
正
ク
壽
量
ヨ
リ
起
ル
コ
ト
ヲ
顯
ス
人
ナ
シ

…
…
佛
租
ノ
本
意
ハ
但
観
心
ヲ
開
示
ス
ル
ニ
在
ナ
リ
、
壽
量
ノ
法
門
ハ
他
ノ

教
理
二
同
カ
ラ
ズ
、
眞
ユ
観
心

ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
通
ジ
ガ
タ
キ
希
有
ノ
読
相
ナ

リ

(同
二
八
)

こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ
本
述
論
で
あ
る
以
上
、
そ
の
論
は
極
め
て

融
通
無
擬
で
あ
り
、
或
は
本
迹
讐
立
と
い
い
、
或
は
本
迹
倶
亡
と
い
う

相
矛
盾
し
た
表
現
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
け
だ
し
そ
の
相
矛
盾
し
た
表

現
も
、
観
心
と
い
う
最
も
す
ぐ
れ
た
實
理
の
法
門
を
詮
顯
す
る
爲
の
表

現
で
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
の
黙
が
從
來

の
本
迹
論
と
全
く
異
な

る
所
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

郎
ち
、
五
つ
の
範
躊
か
ら
、
本
迹

讐
立
、
本
迹
倶
亡
を
次
の
よ
う
に

述
べ
る
の
で
あ
る
。

①
所
依
ノ
正
敢

二
約

ス
レ
バ

一
向

ニ
本
門

二
依

ル
(
三
大
秘
法
是
ナ
リ
)

優
陀
那
日
輝

の
本
迹

論

に
つ
い
て

(
渡

邊
)
 

二
九
五
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優
陀
那

日
輝

の
本
述
論
に

つ
い
て

(
渡

邊
)
 

二
九
六

(2)
所
立

ノ
正
行

二
約
ス
レ
バ
本
迹
倶
亡
ナ
リ

(
事
観
ノ
妙
行
是
ナ
リ
)

(
3
)
所
謹

ノ
妙
理

二
約

ス
レ
バ
本
迹

讐
立

ス

(
始
畳
本
豊
二
義
常
佳
是
ナ

リ
)

(
4
)
所
封
ノ
通
機

二
約

ス
レ
バ
本
面
迹
裏
ナ
リ

(
果
法
ヲ
取
テ
種
釜
ヲ
施

ス
是

ナ
リ
)

(5)
所
用

ノ
助
行

二
約
ス
レ
バ
本
正
迹
傍
ナ
リ

(助
行

ハ
迹
門
ヲ
兼
、
正

行

ハ
專
ラ
本
門
に
依
力
故
ナ
リ
)

學
者

一
偏
に
凝
帯

シ
テ
大
通

ヲ
塞
グ

コ
ト
勿
レ

(充
四
ノ
ニ
八
)

こ
の
よ
う
に
、
日
輝
は
本
迹

の
關
係
を

一
面
的
に
措
定
す
る
の
で
な

く
、
多
面
的
な
義
を
認
め
た
上
で
、
統

一
的
に
把
握
す
る
の
で
あ
る
。

印
ち
、
迹
門
の
意
は
理
に
お
い
て
は
仏
凡
が
融
通
し
て
い
る
が
、
事

相
に
お
い
て
は
差
別
し
て
い
る
と
説
き
、
本
門
の
意
は
、
聖
智
所
見
の

儘
に
談
じ
て
、

一
切
の
諸
法
は
事
事
物
物

の
當
位
に
お
い
て
圓
融
無
磯

で
あ
る
こ
と
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
意
は
決
し
て

一
面
的
で

は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
日
輝
は
宗
敏
の
あ
り
ょ
う

ど
し
て
、
始
畳
と
本
畳
と
の
爾
面
は
相
即
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
の
で
あ
り
、
結
局
、
そ
れ
ら
の
本
迹
は
敏
相
の
段
階
で
あ
つ

て
、
更
に

一
重
立
入
つ
た
観
心
に
よ
つ
て
の
み
、
本
迹
は
統

一
的
に
理

解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
す
の
で
あ
る
。

五

以
上
要
す
る
に
、
優
陀
那
日
輝

の
本
迹
論
は
人
問
の
存
在
に
お
け

る
宗
数
の
役
割
か
ら
反
省
し
て
、
本
迹

一
致
、
勝
劣
の
立
場
を

一
具
離

れ
て
、
観

心
謹
道
の
義
か
ら
統

一
が
圖
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た

の

で
あ

つ
て
、

從
來

の
傳

統

を

一
轄

さ

せ
た

と

い

い
得

る

で
あ

ろ
う
。

1

望
月
歓
厚
博
士

『
日
蓮
教
學

の
研
究
』
本
論
第
十

一
章

「
優
陀
那

日
輝

の
宗
學
」
・
執
行
海
秀
敏
授

『
日
蓮
宗
敢
學
史
』
第

四
篇

第

六

章

「
優
陀

那

日
輝

の
充

沿
園
敏
學
」

2

拙
稿

「
優
陀
那

日
輝

の
初
期

の
著
述
に

つ
い
て
」
(
印
佛
研
十
ニ

ノ
ニ
)

「
優
陀
那

日
輝

の

『
宗
學
』
に

つ
い
て
」
(
同
十
三
ノ
ニ
)

3

執
行
教
授
前
掲
書

4

『
充
沿
園
全
集
』
(
全
五
巻

・
付
別
巻
)
第

四
巻

に
牧
録迹

5

『
妙
宗
本
尊
略
辮
』
巻
初

に

「
予
先

二
妙
宗
本
奪
辮

ヲ
著

ス
、
然

ル

ニ

ナ
ラ

其
文

ヤ

・
寛
廣

ニ
シ
テ
義

モ
亦
甚
細

ナ

ル
ガ
故

二
初
學

ノ
爲

二
不
レ
便
、

故

二
今
重
ネ
テ
略
辮

ヲ
撰

シ
其
肝
要

ヲ
顯

ス
」
(
充

三

ノ
三

七

七
)

と
あ

り
、
今

『
本
迹

蹄
宗
論
』
巻
初

に

「
客

ア
リ
問

テ
日

ク

一
宗

ノ
中
昔

ヨ
リ

爾
派
相
分

レ
テ
初
心

ノ
學
者
甚

ダ
迷
惑

ア
リ
、
多

ハ
其
蹄
趣

ス
ル
所

ノ
宗

旨
ヲ
不
レ
知
、

請

フ
略

シ
テ
大
意

ヲ
示

シ
教
行

ノ
要
義
ヲ
知

ラ

シ

メ

ヨ
」

(
充

四
ノ

一
)
と
あ
る

の
は

『
本
迹

日
月
燈
』
『
本
迹

蹄

宗

論
』

の
關
係

が

『
妙
宗
本
奪
辮
』
『
同
略
辮
』
と

同
様
で
あ
る
こ
と
を
類
推
さ

せ
る
。

6

望
月
博
士
前
掲
書
本
論
第

八
章

「
本
迹

論

と
日
蓮
宗

の
分
派
」

淺
井
要

麟
氏

『
日
蓮
聖
人
敢
學

の
研

究
』
後

篇

一
一

「
聖
租
門
下

の
本
迹

論
」
。

ま
た
淺
井
圓
道
氏
「
法
膿
勝
劣
論

の
考
察
」
「
同
(
再
)
」
(
大
崎
學
報

一
一
一
・

一
一
五
號
)

は
法
髄
勝
劣
論

は
可
能

か

の
観
瓢

か
ら

の
考
察
で
あ
る
。

7

充
は

『
充
沿
園
全
集
』
、
敷
字

は
巻

・
頁

を
示
す
。

以
下
同
じ
。

8

執
行
敏
授

前
掲
書

三
四

一
頁

9

本
迹

相
成

を

「
二
門
相
成
」
「
双
運
」

と
い
つ
迹て

い
る

が

「
相
資
」

は

管
見

で
は
見
當
ら
な
い
。
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